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九
州
大
学
教
授

西
山
芳
喜

先
生

西
山
芳
喜
教
授
は
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
福
岡
県
大
牟
田
市
で
呱
呱
の
声
を
あ
げ
ら
れ
た
。
一
九
七
四
年
三
月
九
州
大
学
法
学
部
卒
業
後

熊
本
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
へ
と
進
ま
れ
、
修
了
後
、
熊
本
大
学
法
文
学
部
助
手
と
し
て
一
年
間
奉
職
さ
れ
た
後
、
九
州
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
へ
進
学
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
三
月
に
単
位
取
得
満
期
退
学
さ
れ
た
。
満
期
退
学
後
は
九
州
大
学
法
学
部

助
手
を
経
て
、
一
九
八
一
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
金
沢
大
学
に
お
い
て
研
究
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の

間
、
同
大
学
で
評
議
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
要
職
に
就
か
れ
た
ほ
か
、
ご
退
任
後
同
大
学
か
ら
名
誉
教
授
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
法
科
大

学
院
制
度
発
足
に
先
立
ち
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
に
転
任
さ
れ
た
が
、
母
校
に
戻
ら
れ
て
か
ら
の
西
山

教
授
の
ご
活
躍
ぶ
り
に
も
誠
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
四
月
の
法
科
大
学
院
発
足
当
初
か
ら
の
商
法
・
会
社
法
分
野
を
中

心
と
す
る
法
科
大
学
院
教
育
へ
の
ご
功
績
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
の
法
務
学
府
長
（
法
科
大

学
院
長
）
ご
就
任
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
の
管
理
運
営
の
難
局
に
お
い
て
長
年
の
大
学
生
活
の
中
で
培
わ
れ
た
行
政
手
腕
を
如
何
な
く
発
揮

さ
れ
た
。
そ
の
包
み
込
む
よ
う
な
優
し
さ
と
柔
和
な
お
人
柄
か
ら
学
生
に
も
慕
わ
れ
、
多
く
の
後
進
研
究
者
を
育
成
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
さ

れ
る
。

ま
た
、
西
山
教
授
は
ご
専
門
の
知
見
を
活
か
し
幾
多
の
社
会
的
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
一
一
月
か
ら
弁
護
士
と
し
て
実
務
に

当
た
ら
れ
、
ま
た
公
認
会
計
士
試
験
第
二
次
試
験
委
員
（
二
〇
〇
四
年
度
〜
二
〇
〇
六
年
度
）
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
九
州
大
学
産
業
法
研

究
会
会
長
（
二
〇
〇
四
年
〜
現
在
）、
金
融
取
引
法
研
究
会
世
話
人
（
二
〇
〇
四
年
〜
現
在
）、
日
本
私
法
学
会
理
事
（
二
〇
〇
九
年
〜
二
〇

一
三
年
）、
九
州
法
学
会
理
事
長
（
二
〇
一
二
年
〜
現
在
）
な
ど
へ
の
ご
就
任
を
通
じ
、
日
本
の
知
の
創
成
に
寄
与
さ
れ
続
け
て
き
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

さ
て
、
西
山
教
授
の
学
問
の
姿
勢
は
、
そ
の
直
向
き
さ
に
あ
る
。
流
行
り
の
テ
ー
マ
に
飛
び
つ
く
の
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
会
計
監
査
お

よ
び
監
査
役
制
度
に
関
し
、
労
を
惜
し
ま
ず
、
地
道
に
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
質
量
と
も
に
膨
大
で
あ
る
が
、
と
く
に
博

士
学
位
論
文
に
基
づ
く
『
監
査
役
制
度
論
｜
代
替
的
機
関
説
の
試
み
｜
』

中
央
経
済
社
、
一
九
九
五
年
）
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ

る
日
本
の
会
社
法
に
あ
っ
て
現
在
で
も
示
唆
に
富
む
一
冊
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
ご
研
究
成
果
を
礎
と
す
る
本
著
作
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
中

心
に
ド
イ
ツ
法
を
も
参
照
し
つ
つ
監
査
役
制
度
の
系
譜
を
丹
念
に
辿
り
、
日
本
法
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
受
容
や
日
本
法
の
解
釈
論
を
展
開
し
、

最
後
に
監
査
役
制
度
の
本
質
へ
と
迫
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
相
次
ぐ
ご
研
究
業
績
に
よ
り
、
学
界
で
は
着
実
に
地
歩
を
固
め
ら
れ
、

企
業

会
計
法
の
諸
相
｜
規
範
性
と
国
際
性
の
調
和
｜
」
と
題
し
た
二
〇
一
二
年
度
の
第
七
六
回
日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
斯
界
の
第

一
人
者
と
し
て
座
長
を
務
め
ら
れ
た
。

か
よ
う
に
顕
著
な
ご
業
績
を
残
さ
れ
た
西
山
教
授
に
は
、
そ
の
長
年
の
ご
功
労
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
込
め
て
本
号
を
献
じ
る
と
と
も
に
、

定
年
を
迎
え
ら
れ
た
後
も
末
永
く
、
弁
護
士
と
し
て
社
会
正
義
を
追
求
さ
れ
る
一
方
で
ご
研
究
・
社
会
活
動
に
も
邁
進
さ
れ
ん
こ
と
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




